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１．事業名 箏曲（三味線）ワークショップ 

２．実施時期 ①2014年8月25日(月) ②2014年12月7日(日) ③2015年2月14日(土) 

３．実施場所 ①小山第二中学校 ②小野塚記念館 ③小山市文化センター 

４．事業の内容等 ①小山市内の小・中学生に夏休み体験の一つとして箏曲体験をしていただい

た。②小山市公民館事業 箏体験に講師側で参加 市民の皆様に箏曲を体験

していただいた。 ③小山市国際交流協会主催のｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙに参加 

小山市民及び小山在住の外国の方々に日本の伝統文化の一つであるお琴や

三味線を体験していただいた ①②③すべて外部講師と共に箏曲部員が行

いました。 

目的・・・日本古来の楽器である箏・三味線の体験を通じて伝統文化を理解 

していただきたいと思います。特に時代を担う子供達と外国の方々に音楽を

通じて様々な交流を図っていただく事を目的としています。 

内容・・・琴を聞いた事が無い方も増えてまいりました。 

まず、箏曲部員の演奏を聞いていただいてから、楽器体験をしていただきま

す。最終的には伴奏と合わせて頂き、１曲完成する事で達成感を味わってい

ただきました。 

安全・・・①参加者の安全確保の為傷害保険に加入しました。②③は主催者

が保険加入しています。 

５．事業の成果と今

後の課題 

音楽を通して年代や国籍を離れて色々な方々と交流ができました。 

今後も人々に少しでも感動していただける様に練習を重ね、箏曲の普及のお

手伝いに努めたいと思います。 

琴爪のサイズが少なかったので、７組購入できて皆さんに喜んでいただけま

した。 

①は小山市内の小・中学校に参加募集の協力をお願いしました。初めての事

なので、開催場所の交渉に時間がかかり、募集開始が夏休み直前になってし

まったため、一部の学校にしか案内できなかったのが残念であり、今後の課

題です。 

（注）１．記述が枠内に収まらない場合は、枠を拡大してください。 

   ２．事業内容がわかるような資料や写真などがあれば添付してください。 

報告書（添付書類を含む）はＡ４判５枚以内にまとめてください。 

   ３．この報告書は、各関係機関等に公表するともに、大学コンソーシアムとちぎのホームペ

ージへの掲載を考えております。また、次年度以降の学生活動支援事業に役立てていきた

いと思います。 
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2014年8月25日(月) お琴＆三味線の夏休み音楽体験
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2014年12月7日(日) 小山市公民館事業 出会いの広場 お琴のこころを学ぶ
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2015年2月14日(土) おやまインターナショナルフェスティバル2015 琴体験
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